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岩⼿を中⼼とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務
第１回観光コンテンツプロデュース会議

資料１



１．東北の観光復興に関する取組の強化について
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東北の目指す姿と東北⽀援の機運の⾼まり
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東北の観光復興に関する取組の強化について(復興庁の取組)
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東北の観光復興に関する取組の強化について(復興庁の取組)
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目的：東北地⽅の風評被害を払拭し、東⽇本⼤震災の影響により⼤きく落ち込んだ訪⽇外国⼈旅⾏者を回復させ、
インバウンド急増の効果を波及させることにより、観光を通じて被災地の復興を加速化する。

概要：東北地⽅の地⽅公共団体が、観光復興対策実施計画に基づき実施するインバウンドを呼び込む取組に要する
経費について、交付⾦を交付する（交付率８／１０）。

①観光復興促進調査事業

②地域取組体制構築事業

③プロモーション強化事業

④受入環境整備事業

⑤滞在コンテンツ充実・強化事業

⑥国際会議等誘致・推進事業

インバウンド観光促進マーケティング事業

ふくしまＤＭＯ推進プロジェクト事業

秋田犬を活用したFITFITFITFIT誘客対策事業

みやぎFree WiFree WiFree WiFree Wi----FiFiFiFi（仮称）整備事業

いわて冬季イベント充実・強化事業

MICEMICEMICEMICE誘致促進に向けた情報発信事業

（⻘森県）

（福島県）

（秋田県）

（宮城県）

（岩手県）

（山形県）

・観光・交通情報アプリ
（あおもりナビ）を活用

・外国⼈観光客の旅⾏
⾏動を調査・分析

・ 「希望郷いわて
雪まつり」のコンテンツを
「食、雪、体験」を
テーマとして、
外国⼈観光客向けに充実

福島にしかない特別な
体験をコンセプトに、
・専門家による検討会議
・県内企業のCSR担当者を
対象とした勉強会

秋田⽝を⾒学出来る施設を
つなぎ、
・海外のテレビで情報発信
・旅⾏会社との
タイアップキャンペーン

・共通SSIDを導入

・博物館や美術館
などの県有施設で
無料Wi-Fiを整備

・情報媒体を活用し、
主催者や取扱広告
代理店などへ
プロモーション

Free WiFree WiFree WiFree Wi----FiFiFiFi

東北６県と仙台市が連携

⻘森市、北秋田市、⼭形市が連携

レンタカーを活用したドライブ周遊
観光促進事業

日本三大樹氷ブランド化誘客推進事業

（八甲田）

（森吉山）

（蔵王）

・台湾、オーストラリアか
らのファムツアー

・樹氷フォーラムを
開催

・三⼤樹氷
パンフレットを作成

複数の地方公共団体が連携して、
広域的に事業を⾏うものを優先

・旅⾏会社と連携し、
ドライブ観光周遊
ルートを策定

・訪⽇外国⼈向けの
フリーマガジンを発⾏
・海外旅⾏博でのＰＲ

（参考）東北観光復興対策交付⾦（事業例）

観光復興対策交付⾦を最大限に活用し、
2020年における岩⼿県の外国⼈宿泊者数は295千⼈を目指す



２．岩⼿県の観光の現状
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H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

韓国 14,890 11,150 5,150 12,440 5,820 4,690 5,860 4,350 7,210 6,980 

中国 4,170 2,620 3,870 4,940 1,920 2,780 2,400 2,570 7,900 13,060 

香港 22,200 18,600 10,020 17,920 3,770 5,370 4,300 3,940 5,250 8,690 

台湾 45,590 45,630 34,920 35,970 12,090 19,640 32,200 45,560 51,050 64,780 

フィリピン 180 370 2,720 1,170 

ベトナム 360 410 640 400 

タイ 710 840 620 600 260 780 1,510 1,720 2,460 4,380 

マレーシア 140 60 250 950 320 600 850 

シンガポール 720 950 950 2,070 650 410 570 380 1,310 1,760 

インドネシア 160 620 420 360 

アメリカ 2,700 2,820 3,040 2,460 2,380 2,350 2,700 3,330 4,620 4,980 

カナダ 270 170 250 310 270 180 230 160 800 540 

オーストラリア 280 580 510 870 940 690 1,390 2,080 2,660 3,510 

その他 5,870 5,160 5,310 5,720 3,980 5,650 8,520 7,410 11,720 13,870 

全体 97,400 88,520 64,640 83,440 32,140 42,790 61,330 73,220 99,360 125,330 

※従業員数10人以上の施設における延べ宿泊者数。斜線の箇所は統計なし（その他に計上）。

※岩手県の「いわて国際戦略ビジョン」（平成29年3月策定）における重点市場は以下の通り

最重点市場：台湾 重点市場：中国、香港、韓国 開拓市場：東南アジア（タイ、ベトナムなど）、豪州

※平成28年12月9日に、盛岡市がカナダを相手国とする東京オリンピック・パラリンピックのホストタウンとして決定。

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）

岩⼿県における市場別外国⼈旅⾏者数の推移
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岩⼿県における市場別外国⼈旅⾏者数の推移
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※従業員数１０⼈以上の施設における延べ宿泊者数。 出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）
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※従業員数１０人以上の施設における延べ宿泊者数。平成２９年以降は速報値。 出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

H19 5,480 6,470 4,020 6,840 6,500 4,410 6,920 7,570 6,020 19,350 16,160 7,660 97,400 

H20 6,440 8,400 4,350 7,820 6,090 5,560 5,410 5,240 4,740 21,430 9,680 3,350 88,520 

H21 4,270 2,370 2,210 6,320 3,360 2,280 4,280 3,930 3,830 18,830 8,850 4,110 64,640 

H22 5,730 7,920 3,870 8,710 6,390 4,290 5,770 6,500 4,330 18,540 7,110 4,280 83,440 

H23 7,310 9,180 2,040 820 640 760 1,050 1,020 1,580 2,470 3,280 1,990 32,140 

H24 3,220 3,090 3,270 3,390 3,230 2,210 1,890 1,980 3,290 7,870 5,980 3,390 42,790 

H25 5,180 5,440 4,620 7,980 3,740 3,400 3,030 3,550 2,940 13,180 4,800 3,500 61,330 

H26 7,250 5,880 2,700 9,020 5,220 2,970 3,650 4,590 5,800 14,590 7,940 3,600 73,220 

H27 7,740 8,460 5,100 13,580 6,350 6,210 5,420 6,410 4,780 21,680 10,520 3,100 99,360 

H28 8,670 9,680 4,370 17,100 6,620 4,670 6,780 8,340 7,620 26,890 15,610 9,000 125,330 125,330 125,330 125,330 

H29 11,250 16,730 7,720 22,060 7,800 9,400 74,960

岩⼿県における⽉別外国⼈旅⾏者数の推移
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岩⼿県における⽉別外国⼈旅⾏者数の推移

※従業員数１０人以上の施設における延べ宿泊者数。平成２９年以降は速報値。 出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）
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３．岩⼿県の観光の機会
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日本の奥の院東北探訪ルートを活用した誘客・PRの取組み
東北各県、北東北三県観光⽴県推進協議会、東北観光推進機構等との連携を強化し、広域観光周遊ルート「⽇本の
奥の院・東北探訪ルート」等の広域的な周遊ルートによる誘客に取り組み東北全体・岩手県への誘客・認知度アップを図る。

広域観光周遊ルート形成計画 「日本の奥の院・東北探訪ルート」 “Exploration to the Deep North of Japan”

12

岩⼿県は広域観光拠点地区に、平泉、八幡平、釜石・遠
野が該当。岩⼿県を中⼼とした北東北エリアでは八甲田・
十和田・奥入瀬、角館・田沢湖が該当する。
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岩⼿県の施策
岩手県では観光復興・海外市場での販路拡⼤・訪⽇外国⼈観光客拡⼤等を視野に、三陸防災復興博の開催、さらなる外
国⼈観光客誘致のためのチャーター路線の強化、国際戦略ビジョン策定などの取組を実施している。

②チャーター便誘致 ③いわて国際戦略ビジョン策定①三陸防災復興博

岩手⽇報
2017年6月30⽇(⾦)掲載

⽇本経済新聞
2017年8月11⽇(⾦)掲載

毎⽇新聞
2017年4月15⽇(土)掲載
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ラグビーワールドカップ2019™釜石大会開催
ラグビーワールドカップ2019™釜⽯⼤会開催に伴い、釜⽯市内及び周辺市町村・岩手県全体での観光復興を目指す。
本⼤会を契機に外国⼈対応を含め受入強化・滞在中の施策、地域のプロモーションを本格的に進める。

岩手⽇報
2017年5月4⽇(木)掲載

岩手⽇報
2017年7月5⽇(水)掲載
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インフラの整備による産業・交流の促進
三陸復興道路の開通や宮古－室蘭間フェリー就航開始により新たな⼈・モノの流れが構築されようとしている。
国内外の産業・交流の促進により、三陸エリアの復興に期待できる。

①三陸復興道路開通による効果と期待

岩手⽇報
2017年5月4⽇(木)掲載

毎⽇新聞
2017年4月5⽇(水)掲載

岩手⽇報
2016年11月30⽇(水)掲載
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インフラの整備による産業・交流の促進

出典：東北地⽅整備局（平成29年6月14⽇記者発表記事）
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インフラの整備による産業・交流の促進

17

三陸復興道路の開通や宮古－室蘭間フェリー就航開始により新たな⼈・モノの流れが構築されようとしている。
国内外の産業・交流の促進により、三陸エリアの復興に期待できる。

②宮古―室蘭間フェリー就航開始の契機と期待

デーリー東北 2017年6月15⽇(木)掲載 岩手⽇報 2017年6月13⽇(火)掲載
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インフラの整備による産業・交流の促進

出典：東北地⽅整備局（平成29年6月14⽇記者発表記事）
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北海道新幹線の開通や道の駅の整備等により、北東北へのゲートウェイ・周遊の拠点が形成され始めている。
そのため新たな来訪者も想定した上で、県内外の新しい連携先やルートの構築が必要になる。

インフラの整備による産業・交流の促進

③交通網や道の駅等の拠点を活用した周遊観光の促進

朝⽇新聞 2017年6月14⽇(水)掲載
盛岡タイムス 2017年4月4⽇(火)掲載
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インフラの整備による産業・交流の促進

出典：東北地⽅整備局（平成29年6月14⽇記者発表記事）


